
修士論文題目･アブストラクト

33. 拡張 された リアプノフの方法

による漸近安定性の研究

村 上 公 一

Marachkoffは リアプノフの方法を用いて,方程式にある種の有界性を仮定することにより,

よく知 られている漸近安定性定理を得た｡これを拡張 した定理がこれまでに多く得 られてきて

いるが,LaSalleの不変原理 もこの一つである｡さらに坂田は方程式にこの種の有界性を仮定

しなくても解は原点を含むある集合に近づくことを示 した｡また Matrosovは二つの リアプ

ノフ関数を用いて,漸近安定性のための十分条件を与えた｡本研究においては,これらの定理

を拡張 して,準漸近安定性のための十分条件を得た｡
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1. 4･8格子上における格子ガスの基底状態の研究

2.相互作用 しているノ､- ドヘキサゴン系の無秩序状態

3. /､- ド-キサゴンモデルの厳密解 一相関距離の異方性にっいて-

4. 有機フイル ムに溶かし込んだ色素のホールバーニング分光

5. フェム ト秒フォトンエコーによるサイ ト選択分光

6. リドベルグ原子と原子 ･分子との非弾性衝突

7.溶液中の色素の発光スペクトルの緩和現象にっいて

8. Fe-Mn-C合金の磁場誘起マルテンサイ ト変態
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9.強磁場下でのマルテンサイ ト変態のフラクタル次元とマイクロ波ESRの開発

10. BeA120｡ :Cr3+及びCsCoC13の強磁場分光

ll. p-Mn(Co),PIMn(Fe),PIMn(Ni)の結晶構造解析

12.磁気競合系スピングラスAuFeCrの磁性

13. Pbを含むⅣ-Ⅵ属半導体 と酸化物高温超伝導体の電気伝導

-1095-

金道 浩一

山本 洋士

親松 尚人

高岸 雅章

杉田 辰哉


